
　
皐
月
五
月
の
京
都
を
代
表
す
る
歳
時
は
や
は
り
、

葵
祭
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
様
々
な
祭
礼
が
行
わ

れ
る
京
都
の
中
で
も
祇
園
祭
、
時
代
祭
と
共
に
京

都
三
大
祭
り
に
挙
げ
ら
れ
る
、
非
常
に
重
要
な
お

祭
り
で
す
。
こ
の
祭
り
の
最
も
重
要
な
儀
式
が
、

天
皇
の
使
者
で
あ
る
勅
使
が
神
前
で
御
祭
文
を
奏

上
し
、
御
幣
物
を
奉
納
す
る「
社
頭
の
儀
」。
通
常

非
公
開
の
儀
式
で
す
が
、
特
別
に
参
列
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
京
都
は
新
緑
が
美

し
く
、
清
々
し
い
季
節
。
市
内
か
ら
少
し
足
を
延

ば
し
て
、
茅
葺
民
家
が
印
象
的
な「
美
山
」、
そ
し

て
青
も
み
じ
が
美
し
い
大
原
の
里
の「
三
千
院
」を

訪
れ
ま
す
。
さ
ら
に
毎
年
5
月
に
先
斗
町
歌
舞
練

場
で
公
演
さ
れ
る「
鴨
川
を
ど
り
」の
鑑
賞
と
、
こ

の
時
期
な
ら
で
は
の
京
都
の
滞
在
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

京
都
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ「
葵
祭
」

　

葵
祭
は
、
京
都
の
賀
茂
御
祖
神
社（
下
鴨
神
社
）

と
賀
茂
別
雷
神
社（
上
賀
茂
神
社
）の
例
祭
で
、
約

1
5
0
0
年
前
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
り
の
起
源
は
、
欽
明
天
皇
の
時
代
に
風
雨
を
鎮

め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
神
事
に
由
来
し
、
平
安
時

代
に
は
国
家
的
な
行
事
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

当
初
は「
賀
茂
祭
」と
呼
ば
れ
、
平
安
貴
族
の
間
で

京都

社頭の儀

社頭の儀
美山は重要伝統的建造物群保存地区に登録されています

（イメージ）

華やかな「鴨川をどり」（イメージ）

社頭の儀

■最少催行人員：12名様　■食事：朝食3回、昼食2回、夕食3回
■添乗員：京都駅ご集合時から京都駅解散時まで同行します。
■ホテル：京都／ホテル日航プリンセス京都（洋室）
■利用予定バス会社：ヤサカ観光バス、都タクシーまたは同等クラス

集合・日数・出発日 旅行代金

【京都駅集合・４日間】 
5月14日（水） ¥258,000

風
雅
な
平
安
絵
巻

通
常
非
公
開
の
神
前
儀
式

葵
祭「
社
頭
の
儀
」を
特
別
見
学

京の歳時記　
葵祭「社頭の儀」特別参列と
鴨川をどり 4日間

楽楽

サービス
お荷物

1

京都駅13：30集合Kホテル（スーツケースをホテルに預けます）
K夕刻、先斗町にて行われる京都5月の風物詩「鴨川をどり」
を鑑賞しますKホテル18：00頃着
� 【3連泊】（京都泊）ssy

2

ホテル09：30頃発B午前、葵祭の通常非公開「社頭の儀」
を特別に参列します。午後、●三十三間堂、長谷川等伯の
襖絵を展示する国宝館が2023年に完成した●智積院にご案
内しますBホテル17：30頃着� （京都泊）ahy

3

ホテル08：00発B新緑の美しい○美山かやぶきの里を散策
B青もみじの美しい●三千院にご案内しますBホテル17：00
着（夕食は、「京都府の現代の名工」に選ばれた中埜総料理長に
よるオリジナル洋食コース）� （京都泊）ahy

4
午前、チェックアウトまでゆっくりお過ごしください
ホテル11：00チェックアウトK京都駅� ass

ご自宅までお荷物を託送します。

（お1人でご参加のお客様は、1名室利用追加代金¥50,000にて承ります。）

可愛らしい三千院のわらべ地蔵（イメージ）

自然に囲まれた三千院（イメージ）

「
祭
り
」と
い
え
ば
こ
の
祭
を
指
す
ほ
ど
有
名
で
し

た
。
江
戸
時
代
に
再
興
さ
れ
、
葵
の
葉
を
装
飾
に

用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
葵
祭
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
葵
祭
は
、
応
仁
の
乱
や

戦
時
中
に
中
断
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
28
年（
1
9
5
3
年
）に
復
活
し
、
現
在
も
続

い
て
い
ま
す
。
祭
り
の
特
徴
は
、
平
安
時
代
の
装

束
を
ま
と
っ
た
行
列
が
京
都
御
所
か
ら
両
神
社
ま

で
練
り
歩
く「
路
頭
の
儀
」と
、神
前
で
の
儀
式「
社

頭
の
儀
」で
、
古
式
ゆ
か
し
い
伝
統
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。

通
常
非
公
開
の
神
前
儀
式

「
社
頭
の
儀
」

　
「
社
頭
の
儀
」は
、
葵
祭
の
行
列
が
下
鴨
神
社
と

上
賀
茂
神
社
に
到
着
し
た
際
に
行
わ
れ
る
重
要
な
儀

式
で
す
。
こ
の
儀
式
で
は
、
天
皇
の
使
者
で
あ
る
勅

使
が
神
前
で
御
祭
文
を
奏
上
し
、
御
幣
物
を
奉
納
し

ま
す
。
さ
ら
に
、平
安
時
代
の
雅
な
雰
囲
気
の
中
で
、

御
馬
の
牽
き
回
し
や
舞
人
に
よ
る「
東
あ
ず
ま
あ
そ
び

遊
」の
舞
が

奉
納
さ
れ
ま
す
。「
社
頭
の
儀
」は
一
般
に
は
公
開

さ
れ
て
お
ら
ず
、
葵
祭
の
中
で
も
特
に
格
式
高
い
儀

式
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
式
ゆ
か
し
い
伝
統
と
所
作

が
葵
祭
の
魅
力
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

 通常非公開の儀式を見学

（
だ
い
げ
ん
じ
）が
建
て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

延
暦
寺
俗
化
を
嫌
う
僧
が
僧
房
や
草
庵
を
建
て
て

い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
長
閑
な
風
景
と
歴
史
あ
る
寺
院

群
の
風
格
が
漂
う
里
山
で
す
。
平
安
後
期
以
降
、
皇

子
皇
族
が
住
持
す
る
宮
門
跡
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

5
月
は
青
も
み
じ
の
新
緑
と
苔
の
美
し
い
時
期
。
の

ん
び
り
と
境
内
の
散
策
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

リ
ン
も
魅
了
し
、
今
も
な
お
伝
統
を
守
る
だ
け
で

な
く
、
常
に
新
し
さ
を
求
め
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

洗
練
さ
れ
た
、
京
情
緒
あ
ふ
れ
る
芸
舞
妓
さ
ん
の

華
や
か
な
舞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

京
都
の
原
風
景
が
残
る

大
原・三
千
院
へ

　
京
都
市
街
地
か
ら
外
れ
た
の
ど
か
な
風
景
が
広
が

る
比
叡
山
山
麓
に
あ
る
大
原
。
平
安
時
代
に
大
原
寺

ホテル日航プリンセス京都 客室（イメージ）

ホテル日航プリンセス京都に連泊
京都の中心「四条烏丸」に位置し、地下鉄「四
条」駅5番出口から歩いて約3分と交通の便も良
く、京の台所「錦市場」、あでやかな姿をみせる
祗園・先斗町へも徒歩圏内です。

春
の
風
物
詩

「
鴨
川
を
ど
り
」を
鑑
賞
し
ま
す

　

京
都
五
花
街
の
ひ
と
つ
先
斗
町
。
先
斗
町
歌
舞

練
場
で
毎
年
５
月
に
公
演
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
鴨

川
を
ど
り
」で
す
。明
治
５
年
に
始
ま
っ
た
公
演
は
、

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
や
チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ

京
都
の
原
風
景
が
残
る
、

茅
葺
の
里「
美
山
」

　

新
緑
の
好
シ
ー
ズ
ン
に
茅
葺
民
家
が
立
ち
並
ぶ

美
山
を
訪
れ
ま
す
。
京
都
府
の
ほ
ぼ
中
心
の
山
中

に
約
30
軒
の
茅
葺
民
家
が
残
る
集
落
が
あ
り
、
重

伝
建
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
だ
ら
か
な
山
の

中
腹
に
広
が
る
、
茅
葺
民
家
の
数
々
は
本
当
に
絵

に
な
る
景
色
で
、
こ
の
風
景
の
中
を
散
策
す
る
の

は
、
と
て
も
印
象
的
な
時
間
に
な
る
で
し
ょ
う
。

京の歳時記


